
2026年 7 月16日㈭
第 7回

指揮：太田　弦
藝大フィルハーモニア管弦楽団

19：45開演　東京藝術大学音楽学部第６ホール

迎　優成（サクソフォン）
イベール ： アルト・サクソフォンと11の楽器のための室内小協奏曲

滝川桃可（チェロ）
ドヴォルザーク ： チェロ協奏曲 ロ短調 作品104

主催：東京藝術大学音楽学部･東京藝術大学演奏藝術センター



香川県高松市出身。2004年生まれ。
12歳からサクソフォンを始める。高松第一高等学校音楽科を経て、現在
東京藝術大学学部４年次在籍。香川ジュニア音楽コンクール　第37・
38回ともに金賞。第25回Jr.サクソフォーン・コンクール高校生部門金
賞。
大学内外での新曲の演奏を多数行っている。また、中学校・高等学校で
の指導にも力を入れている。東京都立晴海総合高等学校会計年度任用職
員。Atelique Saxophone Quartet バリトン奏者。2026年度公益財団
法人青山音楽財団奨学生。
これまでにサクソフォンを藤田亜子、本堂誠、大石将紀、須川展也、榮
村正吾の各氏に師事。室内楽を須川展也、松井宏幸の各氏に師事。
Arno Bornkamp氏のマスタークラスを受講。

　フランスの作曲家 ジャック・イベール（1890‒1962）は、20世紀前半のフランス音楽界において、軽やかで洗練
された作風をもつ作曲家として知られる。パリ音楽院で学び、第一次世界大戦を経て1919年にローマ大賞を受賞。印
象主義的な色彩感と新古典主義的な明晰さをしなやかに結びつけたその音楽は、洒落たユーモアと機知に満ち、どこ
か肩の力の抜けた優雅さをたたえている。とりわけ木管楽器の扱いに優れ、本作やフルート協奏曲にその特徴がよく
表れている。
　《コンチェルティーノ・ダ・カメラ》（1935年）は、アルト・サクソフォンと11の楽器のために書かれた室内小
協奏曲であり、現在ではサクソフォンの主要レパートリーの一つとして広く演奏されている。「カメラ」はイタリア
語で「部屋」を意味し、本作でもフルート、オーボエ、クラリネット、ファゴット、ホルン、トランペットと弦楽五
重奏という比較的小規模な編成が用いられている。これにより、独奏と各楽器との距離が近く、室内楽的な親密さの
中で音楽が展開していく点が特徴的である。

　作曲の経緯については、いくつかの説が伝えられている。一般には、サクソフォン奏者シーグルト・ラッシャーの
演奏に触発された歌手マリー・フロイントの依頼によって作曲が始まったとされ、作曲段階ではフランスのサクソ
フォン奏者マルセル・ミュールが助言や試奏に関わったとされている。しかし最終的に作品はラッシャーに献呈され
たとされる。
　また1930年代のパリはジャズ文化の影響を強く受けていた時代であり、本作にもシンコペーションや軽妙なリズム
処理など、ジャズを想起させる要素が見られる。

　作品は二楽章から成るが、実質的には３つの場面に分かれる。第１楽章「Allegro con moto」は、簡潔な序奏の後に
軽快な主題が現れ、機知に富んだやり取りが展開される。サクソフォンは技巧的なパッセージを担いながらも、しな
やかな旋律を保っている。第２楽章は「Larghetto」に始まり、内省的で静かな音楽が広がるが、後半の「Animato 
molto」では一転して活気を帯び、無窮動的な動きと華やかなカデンツァを経て終結へと向かう。

　本日はモーニング・コンサートにお越しくださりありがとうございます。とっても大好きなイベールを11人と指揮
者と演奏できるのはとても贅沢な時間だなと思います。
　指揮の太田弦先生、藝大フィルハーモニア管弦楽団の皆様、スタッフの皆様、温かく見守ってくださる先生方、聴
きに来てくださった方々、全ての方々に心から感謝を申し上げます。

（迎　記）　

◆迎優成（４年：サクソフォン）MUKAI Yusei
イベール：アルト・サクソフォンと11の楽器のための室内小協奏曲（演奏時間約13分）



◆滝川桃可（４年：チェロ）TAKIGAWA Momoka
ドヴォルザーク：チェロ協奏曲 ロ短調 作品104（演奏時間約42分）

2004年生まれ。４歳よりヴァイオリン、８歳よりチェロをはじめる。
東京藝術大学音楽学部附属音楽高等学校を経て、現在、東京藝術大学４
年在学中。
第79回全日本学生音楽コンクール大学の部全国大会第１位、東京大会第
１位、併せてNHK会長賞、音楽奨励賞を受賞。第74回全日本学生音楽
コンクール高校の部東京大会第１位。第36回市川市文化振興財団新人演
奏家コンクール弦楽器部門最優秀賞、併せて理事長賞を受賞。第１回北
海道ジュニアチェロコンクール最優秀賞、等。2023年秋、東京藝術大
学よりASAP海外派遣奨学金を得て、パリ国立高等音楽院にて即興演奏
を学ぶ。2025年度公益財団法人青山音楽財団奨学生。学内選抜による
「藝大定期室内楽」第52回出演。これまでに中木健二、山澤慧、平野知
種、山本大の各氏に師事。

　交響曲第9番「新世界より」や、弦楽四重奏曲第12番「アメリカ」と並ぶ、アメリカ滞在期を代表する傑作であ
る。ドヴォルザークは1841年にチェコで生まれ、1892年にニューヨーク・ナショナル音楽院の院長として渡米し
た。異国での生活は彼に新たな刺激をもたらす一方で、祖国チェコへの想いをいっそう深めることにもなった。本作
は1894年から95年にかけて作曲され、そうした複雑な心情が色濃く映し出されている。

　この作品は、親交のあったチェリスト、ハヌシュ・ヴィーハンの依頼によって生まれた。しかしドヴォルザークは
当初、チェロを協奏曲の独奏楽器とすることに慎重だった。「チェロは美しい楽器だが、協奏曲の独奏には難しい」
と語ったように、その音域ごとの扱いに難しさを感じていたのである。そんな彼の背中を押したのが、1894年に聴い
たヴィクター・ハーバートのチェロ協奏曲だった。独奏とオーケストラの見事なバランスに刺激を受け、作曲を決意
したといわれている。
　全3楽章からなるこの作品は、チェロ協奏曲でありながら交響曲のような壮大な構成を持つ。

第1楽章 Allegro
　悲壮感を帯びた第1主題と温かな第2主題が対照をなし、独奏チェロはオーケストラと対話を重ねながら音楽を築い
ていく。技巧の華やかさだけではなく、豊かな響きの中で歌い上げられるチェロの魅力が印象的である。

第2楽章 Adagio, ma non troppo
　ドヴォルザーク自身の歌曲「私をひとりにして」の旋律が引用される。これは、若き日に想いを寄せていた義姉
ジョセフィーナが病床にあると知り、彼女の愛した旋律を織り込んだものとされる。静かな祈りのような、深い抒情
に満ちた楽章である。

第3楽章 finale. Allegro moderato
　民族舞曲を思わせる力強いロンド。躍動感に満ちた音楽の中に、第1楽章の回想や歌曲の旋律が再び現れ、深い余韻
を残して曲を閉じる。ジョセフィーナの訃報を受けて改訂された終結部には、ヴァイオリン・ソロと共に、別れへの
想いと祈りが込められている。
　力強さと繊細さ、壮大さと親密さをあわせ持つこの作品は、チェロ協奏曲の最高傑作として今なお多くの人に愛さ
れ続けている。

　最後になりましたが、本日は、お越しくださりありがとうございます。指揮の太田弦先生、藝大フィルハーモニア
管弦楽団の皆さまと、お越しくださったみなさまと、大好きな“ドヴォコン”をこのホールで共有できますこと、大変
嬉しく思います。
　そして、いつも温かくご指導くださる先生方、この演奏会のためにご尽力いただいた沢山のスタッフの皆さまに
も、心より感謝申し上げます。

（滝川　記）



管弦楽：藝大フィルハーモニア管弦楽団 The Geidai Philharmonia Orchestra, Tokyo
　藝大フィルハーモニア管弦楽団（2016年秋、「藝大フィルハーモニア」から改称）は東京藝術大学に所属するプロフェッショナル・オー
ケストラで、定期演奏会のほか、声楽科との「合唱定期」、オペラ専攻との「オペラ定期」、音楽学部の「新卒業生紹介演奏会」、年末
恒例の「チャリティーコンサート メサイア」（朝日新聞厚生文化事業団・朝日新聞社主催）、「台東第九公演」などを行なっている。
教育面では、器楽科・声楽科学生との協奏曲等の共演および作曲科学生の作品披露を行う「モーニング・コンサート」（年13回）や、
指揮科学生との演奏会・試験・演習、東京藝大ジュニア・アカデミーの生徒との協奏曲の共演などを通して、学生の演奏経験の拡充に
資している。学外での活動も積極的に行なっており、近年では、新国立劇場での「世界若手オペラ歌手ガラコンサート」や現代舞踊名
作劇場（現代舞踊協会）の出演をはじめ、長崎県五島市、新潟県長岡市、新潟県魚沼市、秋田県秋田市、茨城県取手市でも公演を行い、
いずれも好評を博した。海外では、2017年６月のチリでの４公演（日本・チリ修好120周年記念）に続き、2023年12月には、世界三
大劇場の一つであるアルゼンチンのコロン劇場（Teatro Colón）からの招聘による公演で聴衆を魅了し、15分以上に及ぶスタンディン
グオベーションを受けた。また2024年12月には、ヴァイオリンの巨匠ジェラール・プーレ氏と共に、ベートーヴェンのヴァイオリン協
奏曲のCD録音を実施した。（公社）日本オーケストラ連盟準会員。　
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ソロ･コンサートマスター
植村　太郎

コンサートマスター
澤　　亜樹　◎
對馬　佳祐

第１ヴァイオリン
荒井　友美
生田　絵美
加藤えりな
金子　芳子
河野由里恵
佐原　敦子
菅谷　早葉
西田　史朗
前田　奈緒
増尾　朗子

第２ヴァイオリン
村津　瑠紀　〇
山本　有紗　〇
清岡　優子
小暮　莉加
小杉　　結
野田　良子
福井　彩花
福﨑　雄也
マヤ・フレーザー
宮本　有里
佐藤　文香　◆

◎：コンサートマスター
　　（本公演）
〇：首席奏者
＊：賛助出演
◆：本学学生

ヴィオラ
安藤　裕子　〇
吉田　　篤　〇
阿部　　哲
椙岡　弥生
中川玲美子
麻柄明日香
森　　朱理
金田　滉司　＊
有山　志音　◆

チェロ
羽川　真介　〇
山澤　　慧　〇
寺井　　創
豊田　庄吾
夏秋　裕一
松本　卓以
小川　純果　◆

コントラバス
赤池　光治　〇
長坂　美玖　〇
倉持　　敦
小室　昌広
スコット・ルーカス　＊
那須野直裕　＊
宮坂　典幸　＊

フルート
細川　愛梨
山本　　葵
二宮　綾音　◆

オーボエ
戸田　智子
山田　涼子
荒木　奏美　＊

クラリネット
濱崎　由紀
春田　　傑

ファゴット
坪井　祐樹
宮崎　寿理

ホルン
谷　ひな子　◯
岡村　　陽
堂山　敦史
梁川　笑里
井𡈽実乃里　◆

トランペット
平山あかり
星野　朱音

トロンボーン
東川　暁洋
久保田和弥
大泉　茉弓　＊

テューバ
喜名　　雅　＊

ティンパニ＆パーカッション
井手上　達
二ツ木千由紀
齋藤　　龍　◆

楽団長
 福中　冬子

事務局長
 酒井　　敦

事務局次長
 小宮山雄太（チーフ・ステージマネージャー）
 小久保綾子（チーフ・ライブラリアン）

スタッフ
 葛谷　拓摩（インスペクター）
 成迫　萌桜（インスペクター補佐）
 森本　直通（ステージマネージャー）
 徳永　芽久（アシスタント・ステージマネージャー）
 神山　巧弥（ステージスタッフ）
 中村　　淳（ステージスタッフ）
 安田　沙織（ライブラリー）
 廣田　　碧（ライブラリー）
 小林　世佳（ライブラリー）
 山田　　大（広報強化）
 足立　優司（演奏活動強化）
 野村　智行（庶務）
 松井　勝幸（会計）

指揮者：太田 弦 OHTA Gen

1994年北海道札幌市に生まれる。幼少の頃より、チェロ、ピアノを学ぶ。
東京藝術大学音楽学部指揮科を首席で卒業。学内にて安宅賞、同声会賞、若杉弘メモリアル

基金賞を受賞。同大学院音楽研究科指揮専攻修士課程を修了。
2015年、第17回東京国際音楽コンクール＜指揮＞で２位ならびに聴衆賞を受賞。第30回渡

邉曉雄音楽基金音楽賞受賞。2025年、第 23 回 齋藤秀雄メモリアル基金賞を歴代最年少で受賞。
指揮を尾高忠明、高関健の両氏、作曲を二橋潤一氏に師事。これまでにNHK交響楽団、読売

日本交響楽団、東京交響楽団、東京フィルハーモニー交響楽団、札幌交響楽団、名古屋フィルハー
モニー交響楽団、大阪フィルハーモニー交響楽団、大阪交響楽団などを指揮、今後さらなる活
躍が期待される若手指揮者筆頭。
2022年３月末までの３年間大阪交響楽団正指揮者を務めた。2023年４月から仙台フィルハー

モニー管弦楽団指揮者、2024年４月より九州交響楽団首席指揮者に就任。2026年４月より福
岡国際音楽大学客員教授。©ai ueda
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